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令和６年１２月 

第７回清水町議会定例会一般質問事項 
 

質 問 者 
質 問 事 項 

議 席 氏 名 

９ 佐 藤 幸 一 １ ＪＲの施設整備について 

 

（１）清水駅の跨線橋対策について 

    跨線橋をハーモニープラザと繋ぎ、ハーモニープラザの

エレベーターを利用するとホームにエレベーター１基で対

応できるが、ＪＲ北海道と協議する考えはないか伺う。 

    また、清水帯広線バスの開始以来の利用状況について伺

う。 

（２）清水10号道路踏切の拡幅について 

    通勤や通学ラッシュ時は車と人が狭い踏切を横断し、非

常に危険である。以前一度聞いたが、その後の対応につい

て伺う。 

（３）御影駅舎トイレの整備について 

    ＪＲ北海道が御影駅舎トイレを廃止してから数年経過し

たが、やはり不便との話を聞く。 

    この際、町がトイレを整備し管理はＪＲ北海道がする公

設民営方式を取り入れてはいかがか伺う。 

 

２ 高齢者の入浴料の減免について 

 

公衆浴場は、生活環境の確保を図るために必要な施設であるが、

高齢者にとっては憩いの場でもある。 

他町で実施しているように、高齢者の入浴料の減免を行う考え

はないか伺う。 

 

３ 新型コロナウイルスワクチン任意接種への助成措

置について 

 

 新型コロナウイルスワクチンの定期接種の対象とならない任意

接種者の感染予防や重症化予防を防ぐため、他町村で行っている

助成を本町でも行ってはどうか。 
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質 問 者 
質 問 事 項 

議 席 氏 名 

１ 山 本 奈 央 １ アイスホッケーの振興について 

 

アイスホッケーは、清水町において約90年の歴史があり町民に

親しまれてきたスポーツであるが、 施設の老朽化に伴う整備や町

内での競技人口の減少などの課題も挙げられる。これまで町とし

てアイスホッケーの振興のために行ってきた取り組みとその評

価、また今後の振興策について伺う。 

 

２ 令和６年度の除雪について 

 

冬季における降雪対策として、町内の除雪作業は町民の安全を

守るために非常に重要な役割を果たしている。特に通勤・通学路

における除雪が不十分であった場合、町民の安全に大きな影響を

及ぼすことになる。 これまでの除雪の成果を踏まえた令和6年度

の除雪の計画、通勤・通学路の安全確保、担い手不足の改善、町

民からの要望や周知について伺う。 
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質 問 者 
質 問 事 項 

議 席 氏 名 

５ 中河つる子 １ 清水町もパートナーシップ制度の導入を 

 

性の多様性を尊重する動きが世の中で本格化している。 

ＬＧＢＴＱなど性的少数者のカップルを公的に認める、パート

ナーシップ制度を十勝管内でも帯広市は導入済みであり、３分の

１に相当する自治体が導入予定、または検討中としている。 

パ－トナーシップ制度とは、婚姻関係にはないが、継続的に共

同生活を行う同性カップルなどの二人の関係を町として受け止め

「パートナーシップ登録証」等を交付することにより、公的に認

める仕組みである。この制度を導入することにより、公営住宅へ

の入居が可能となったり、お互いが病院の受診時の緊急連絡先に

なれるなどの利点がある。 

この制度の導入により、パートナーシップ制度を利用する人た

ちの清水町への移住にもつながるのではないかと考える。 

清水町も、性的指向や性自認に伴う差別や偏見の解消、日常生

活の困難や生きづらさの軽減をはかり、性のあり方に関わらず、

誰もが個人として尊重され、住んで良かったと思える地域社会の

実現を目指し、パートナーシップ制度の導入について町長の考え

を伺う。 
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質 問 者 
質 問 事 項 

議 席 氏 名 

10 西 山 輝 和 １ 事務事業の見直しについて 

 

先の定例会で阿部町長から引き続き３期目の町政を担っていき

たいとの力強い言葉があった。 

平成29年の就任以来、様々な公約を実現しているが、町民に喜

ばれる政策だけではなく、時には賛同を得にくいことであっても

リーダーシップをもって取り組まなければならないことがあると

考える。 

本町は、かつて財政状況の悪化から「行財政健全化実行プラン」

により、集中と選択による事務事業の見直しや各種補助金・人件

費の削減等を行い、効率的な行財政運営に取り組み、行政サービ

スの質を高めながら経費削減をはかってきた歴史があるが、今後

の更なる少子高齢化社会による社会保障経費や40年以上経過した

公共施設などの維持経費の増大、大型建設事業がひかえている中

で抜本的に事務事業の見直しを図るべきと考えるがいかがか。 

 

２ 特別職の報酬改定について 

 

特別職においては、平成17年を最後に改定しておらず、管内の

他の町村と比較しても下位にある。 

町長自身は報酬を抑え一生懸命働くことで評価が上がると思わ

れるが、それに伴い他の特別職等においても改定しにくい状況が

あると考えている。 

同程度の自治体を参考にしながら人口規模によって報酬を見直

すべきと思うが、町長の考えや実現の可能性、スケジュール等に

ついて伺う。 

 

 


